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 雲一つない青空の下、白川郷学園体育大会が行われました。スローガン「あたたかい学
園から生まれる『挑戦』」に向かって、児童生徒は、笑顔や涙と共に全力で取り組みまし

た。体育大会を迎えるまでの取り組みなどにもスポットを当て、様々な挑戦を紹介します。 

 係が責任をもって、活動に取り組む。「自分たちで
体育大会を創るんだ。」その思いがあふれた１日！ 

あたたかい学園から生まれる挑戦！ 



  

 

 

 

 

 

①自分の団に向けてのメッセージ 

②相手の団に向けてのメッセージ 
③これからの自分のここを見てほしい。 

＜ 白団団長 ＞ 
①「お疲れ様。」最後まで信じてついてきてくれ
た。応援の評価「一体感があった。」は心が１つ
になった結果。これを体育大会だけで終えるの
はもったいない。「一笑懸命」を続けていこう。 

②選手宣誓でも言ったように「共に高め合うライ
バル」高め合ってくれてありがとう。これから
も、高め合う仲間、共に学園を創っていきたい。 

③団長として、きびきび動く、きついことも言う、
そうしたことは変わったと思う。それを学園生
活でも生かしていきたい。「一笑懸命」学園を
温かく笑顔で変えていきます。 

＜ 赤団団長 ＞ 
①まずは、ありがとう。みんながリーダーについ
てきてくれたおかげで「証」に向かって走るこ
とができた。Ｓ１（取り組み優勝）も取れた。
これからは、取れたことを忘れず、この頑張り
にふさわしい恥ずかしくない生活を送りたい。 

②「ありがとう」笑顔で終えることができた。赤
白関係なく、あたたかい学園から生まれる挑戦
に向けて、ＬＰ活動、日常生活の向上に向けて
挑み続けたい。 

③学園のリーダーとして、人を笑顔にする存在 
として、明るい挨拶を続けたい。 

＜実行委員長＞ 
①体育大会での学園の成長は？ 

団長のみでなく、全員で引っ張っていた。１
年生にとっては、慣れる時間が短かった。だけ
ど、１年生に教える上級生の動きも速くなり、
自分たちで創る体育大会になった。 

②今後の学園に期待することは？ 
  体育大会は一つの段落。さらに上を目指し
続けたい。今後はＬＰ活動などに力を入れて
日常生活の向上に努めたい。 
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＜ 赤団前期団長 ＞ 
①練習時間は短かったけど、すごくみんなが頑張
ってくれた。ついてきてくれたことがすごくう
れしかった。高めた意識を続けていこう。 

②これまでは共に戦う立場。これからは学園の仲
間。仲良く遊んだり、高め合ったりしていこう。 

③次は前期リーダーとして、身につけた「みんな
をまとめる力」を様々な活動に生かしたい。 

＜ 白団前期団長 ＞ 
①この１月間、ついてきてくれてありがとう。こ
れからもキャンペーンなどにも意識を高めて
がんばっていこう。 

②今までライバルだったけど、これからお互い白
川郷学園の一員として、学園を高めていこう。 

③これからは、何事に向けても全力、必死に向か
う姿を見てほしい。 

みんなで支え合った競技練習 みんな全力の応援練習 

③私はこうがんばる。 
  体育大会での頑張りを継続
したい。これからは１０周年記
念式典などの大きな行事もあ
る。新しいアイデアを生み出
し、温かい学園を作りたい。 

「敬老席・地域の方席」にタオルケットの忘れ物がありました。心当たりの方は学園（6-1366）までご連絡ください。 


